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設
立
三
十
周
年
の
取
り
組
み
を
報
告

第
80
回
評
議
員
会
・
臨
時(

決
算)

総
会

　

協
会
は
11
月
20
日
、
協
会
会
議
室
で
第
80
回

評
議
員
会
を
開
催
。
文
書
発
言
を
含
め
17
人
が

発
言
し
、
情
勢
へ
の
意
見
や
支
部
の
取
り
組
み

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
当
日
は
臨
時
（
決
算
）

総
会
、
第
34
回
共
済
制
度
委
員
会
、
山
家
悠
紀

夫
氏
（
暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
主
宰
）
に
よ
る

特
別
講
演
「
震
災
復
興
と
社
会
保
障
の
財
源
」

も
行
わ
れ
、
評
議
員
42
人
、
理
事
25
人
ら
会
員

79
人
が
参
加
し
た
。
評
議
員
代
理
と
し
て
支
部

設
立
30
周
年
記
念
企
画
に
つ
い
て
発
言
し
た
谷

端
美
香
先
生
（
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院
）
の

発
言
内
容
を
掲
載
す
る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
本
年
11
月
に
支
部
設

立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
節
目
と
し
て
、

支
部
で
は
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
支
部
の

設
立
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
生
方
や
、
こ
れ
ま
で

支
部
の
諸
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

を
お
招
き
し
て
、
10
月
22
日
に
「
支
部
設
立
30

周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
村
喜
子
先
生
に
よ
る
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ガ
ン
バ
の
演
奏
の
後
、
実
行
委
員
長
の
幸

原
久
先
生
、
支
部
長
の
大
森
公
一
先
生
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
法
貴
憲
先
生
、
広
川
恵
一

先
生
の
司
会
の
下
で
会
員
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
保
険
医
ク
ラ
ブ
の
時
代
か
ら
保
険
医
活
動

に
携
わ
り
、
支
部
設
立
に
も
深
く
関
与
さ
れ
た

森
下
敬
司
先
生
よ
り
、
支
部
設
立
ま
で
の
ご
苦

労
話
や
、
設
立
後
の
多
彩
な
活
動
に
つ
い
て
写

真
と
と
も
に
振
り
返
り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
と

と
も
に
、
改
め
て
協
会
支
部
活
動
を
強
力
に
押

し
進
め
て
い
く
決
意
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
も
北
井
明
先
生
、
林
田
英
隆
先
生
、

評議員会では各支部評議員から熱心な報告がなされた

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
25
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
８
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
英
語
で
診
療
＃
31
（
11
・
18
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
26
）

②
第
10
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
（
12
・
２
）

③
第
27
回
漢
方
研
究
会
（
12
・
３
）

④
会
員
忘
年
会
（
12
・
29
）

⑤
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬

改
定
研
究
会
（
３
・
22
）

⑥
財
政
と
医
療
制
度
の
勉
強
会

⑦i
P
a
d

・i
P
o
d

・i
P
h
o
n
e

と
パ
ソ
コ
ン

N
e
t
w
o
r
k

⑧
英
語
で
診
療
＃
32

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
（
本
年
12
月
は
休
会
）
。
支
部

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

評議員会で発言する

谷端先生

 支部設立 30 周年記念ブルゾン販売のお知らせ

　　お申し込みは協会事務局 078-393-1803 まで

　西宮・芦屋支部では設立 30 周年を記念し、記念のブルゾンを

作成いたしました。通気性・撥水性が良く収納用のポケットも充

実しているため、救急時や災害時はもちろん、普段の往診の際な

どにも大変便利にお使いいただけるブルゾンとなっております。

背中には「The Nishinomiya-Ashiya branch of Hyogo Medical 

Practitioners' Association（兵庫県保険医協会西宮・芦屋支部）」

のロゴ入り。ぜひこの機会にお買い求めください！

   【会員特別価格】６，０００円（税込、送料別途）

坂
尾
福
光
先
生
、
伊
賀
幹
二
先
生
、
柴
田
始
宏
先

生
な
ど
か
ら
支
部
に
対
す
る
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
ご

発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、「
脳
を
知
っ
て 

脳
を
活
か
す
」

と
題
し
、
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
准
教

授
の
池
谷
裕
二
先
生
に
、
「
脳
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
仕

組
み
や
、
脳
の
反
射
力
を
鍛
え
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
は
じ
め

て
司
会
を
務
め
、
会
員
・
市
民
な
ど
１
５
０
人
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
し
た
懇
親
会
に
は
、
池
内
春
樹
理

事
長
、
講
師
の
池
谷
先
生
や
、
本
年
支
部
総
会
で

ご
講
演
い
た
だ
い
た
須
磨
水
族
園
園
長
の
亀
崎
直

樹
先
生
な
ど
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
料
理
を
囲

み
な
が
ら
支
部
活
動
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

交
流
い
た
し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
23
日
に
は
会
員
と
市
民
の
「
絆
」
を
深

め
る
た
め
、
加
藤
隆
久
副
支
部
長
（
文
化
部
長
）

の
立
案
で
、
文
化
部
と
連
携
し
て
「
支
部
設
立
30

周
年
記
念
い
も
掘
り
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
小
雨
が
降
り
出
す
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し

た
が
、
世
話
人
、
会
員
や
会
員
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ

フ
、
市
民
な
ど
60
人
が
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が

ら
い
も
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
掘
っ
た
お
芋
は

先
日
行
わ
れ
た
日
常
診
療
経
験
交
流
会
で
参
加
者

の
方
々
に
も
お
配
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
設
立
30
周
年
を

記
念
し
、
支
部
活
動
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、

背
中
に
ロ
ゴ
の
入
っ
た
記
念
ブ
ル
ゾ
ン
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。
通
気
性
・
撥
水
性
が
良
く
収
納
ポ

ケ
ッ
ト
も
多
い
た
め
、
救
急
・
災
害
時
は
も
ち
ろ

ん
普
段
の
往
診
の
際
な
ど
に
も
大
変
便
利
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
ブ
ル
ゾ
ン
で
す
。
協
会
事
務
局
・

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
も
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
後
半
期
も
、
多
数
の
方
々

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
あ
い
な
が

ら
、
今
後
も
会
員
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
多
様
な
要
求
に
応
え
た
取
り
組
み
や
、
東
日
本

大
震
災
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｓ Ｍ Ｌ ＬＬ

着丈 63 65 67 69

肩幅 48 50 52 54

袖丈 58 60 62 63

胸廻 113 118 123 128
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　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
血
尿
の
症
例
を
流
暢
な
英
文
で

Medical English 

＃
31

　

11
月
18
日
、
西
宮
フ
レ
ン
テ
練
習
室
で
、「C

K
D

＆H
e
m
a
t
u
r
i
a

（
慢
性
腎
臓
病
と
血
尿
）
」
を

テ
ー
マ
に
、M

e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
31
を
開
催
。

R
o
b
e
r
t
 
C
o
n
r
o
y

氏
が
講
師
、
坂
尾
福
光
先
生

（
西
宮
市
・
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が

司
会
を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

ら
15
人
が
参
加
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
西
宮
市
・
結
城
泌
尿
器
科
の
結
城
清
之
先
生

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
人
口
の
高
齢
化

や
飽
食
、
メ
タ
ボ
の
増
加
な
ど
に
よ
り
最
近
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
腎
機
能
低
下
が
著
明

に
な
る
と
、
腎
臓
の
代
替
治
療
と
し
て
血
液
透

析
に
い
た
る
患
者
が
年
間
１
万
人
以
上
と
増
加

し
、
血
液
透
析
の
た
め
に
巨
額
の
医
療
費
が
費

や
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
慢
性
腎
臓
病
を

第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会

     　　会員忘年会のご案内　　　

　　日時 ：12月29日 ( 木 ) 18時～

　　会場 ：『木曽路』西宮店
　　　　　 　

※阪神西宮駅から北東へ徒歩 5分

               　JR 西宮駅から西へ徒歩 10 分

　　定員 ： 
 30 人 先着順・事前申込制

　　会費 ：  6,000 円 ※当日徴収

 お問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで

　　 Tel:078-393-1803 ／ Fax:078-393-1802

早
期
に
見
つ
け
て
、
早
い
段
階
か
ら
対
処
す
べ
き

で
す
。
腎
機
能
は
糸
球
体
ろ
過
率
（
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
60 

ml
／
分
が
基
準
と
さ
れ
、
15 

ml
／
分
以
下
で
は
透

析
療
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
症
例
は
血
液
透
析

導
入
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
食
事
療
法
で
小
康

を
得
て
い
ま
す
。

　

血
尿
の
症
例
は
、
無
症
候
性
肉
眼
的
血
尿
が
突

然
出
現
し
た
患
者
さ
ん
で
、
止
血
剤
投
与
に
て
一

時
的
に
血
尿
は
消
失
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
血
塊

が
原
因
で
排
尿
障
害
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
膀
胱
タ

ン
ポ
ナ
ー
デ
で
内
科
か
ら
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
排
泄
性
腎
盂
撮
影
で
は
左
腎
か
ら
の
造
影
剤

が
排
泄
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
検
査
の
結
果
、
左
腎

腫
瘍
と
診
断
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
血
尿
の
症
例
に
つ
い
て
坂
尾

先
生
と
コ
ン
ロ
イ
先
生
が
流
暢
な
英
文
に
訳
し
て

下
さ
り
、
丁
寧
に
発
音
指
導
も
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
普
段
ほ
と
ん
ど
英
会
話
の
機
会
が
な
く
、
う
ま

く
舌
が
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
て
い

た
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
は
熱
心
に

英
会
話
に
取
り
組
ま
れ
、
90
分
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
　
　

【
西
宮
市
・
結
城
泌
尿
器
科　

結
城 

清
之
】

　

11
月
26
日
、
第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会
を
開

催
。
武
庫
川
女
子
大
学
生
活
環
境
学
部
食
物
栄

養
学
科
准
教
授
の
谷
野
永
和
先
生
と
、
西
宮
市
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
マ
イ
ル
会
西
宮
北
口
歯
科
院
長

の
児
玉
秀
樹
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
医
師
・
歯

科
医
師
・
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
ヘ
ル
パ
ー

ら
30
人
が
参
加
し
た
。

　

谷
野
先
生
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
食
生

活
と
身
体
計
測
値
」
と
題
し
て
、
２
０
０
９
年

と
１
０
年
に
市
内
Ｎ
地
区
の
70
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
１
３
４
２
人
を
対
象
に
行
っ

た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
計
測
値
、
食
生
活
環
境
・
調
理
状
況

な
ど
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
発
表
。
買
物
・
外
食
・

電
子
レ
ン
ジ
調
理
な
ど
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
食
に
関
す
る
実
情
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、「
ふ

れ
あ
い
健
康
手
帳
」
「
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」
を
通

し
て
分
析
さ
れ
た
筋
肉
量
や
骨
密
度
な
ど
の
年

齢
別
身
体
計
測
値
の
変
化
や
、
高
齢
者
が
「
食

べ
る
こ
と
」
の
意
欲
・
調
理
・
喫
食
を
支
援
し

て
い
く
必
要
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

児
玉
先
生
は
「
口
腔
ケ
ア
の
い
ろ
は
の
“
い
”
」

と
題
し
て
講
演
。
自
身
が
行
っ
て
い
る
在
宅
訪
問

歯
科
の
経
験
を
生
か
し
、
歯
周
病
菌
連
鎖
を
口
腔

内
で
食
い
止
め
る
必
要
性
、
口
腔
の
汚
れ
対
策
、

義
歯
洗
浄
の
工
夫
、
受
動
喫
煙
と
歯
科
疾
患
の

関
係
な
ど
、
多
面
に
わ
た
っ
て
解
説
し
た
。
ま
た
、

｢

吹
き
も
ど
し｣

や
「
パ
イ
プ
」
な
ど
の
玩
具
で

口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
実
習
な
ど
を
交
え
、
楽

し
い
学
習
と
な
っ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
「
医
療
・
福
祉
職
と
し
て
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
介
護
度
も
併
せ
て
調

査
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
参
加
者
か
ら
は｢

低
栄
養
状
態
の
高
齢
者

が
多
く
、
過
食
よ
り
も
不
足
の
方
が
問
題
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た｣

｢

独
居
高
齢
者(

特

に
男
性)

で
の
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書(

ケ
ア

プ
ラ
ン)

作
成
時
に
気
を
つ
け
る
点
と
し
て
学
習

に
な
っ
た｣

｢

口
腔
運
動
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
方
へ
お
伝
え

で
き
る
と
思
う｣

｢

吹
き
も
ど
し
や
、
パ
イ
プ
の

玩
具
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
活
用
し
よ
う
と
思
う
。

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
よ
く
学
べ
た｣

な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

高
齢
者
の
食
と
口
腔
ケ
ア 

実
践
的
に
学
習

講師を務めた谷野先生（右）と児玉先生（左） 講師の Robert Conroy 氏

一人ひとりに丁寧な発音指導がなされた


